
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 

◆生活支援コーディネーターの役割 
 生活支援コーディネーターは、生活支援体制整備推進協議会で話し合われるささえあいの仕組みづくりを補足・支援

する存在で、全ての人が住み慣れた地域で役割りを持って暮らし続けるために、つながりづくりや居場所づくりなどの

地域活動を応援する人です。 

９つある支所・市民センター地区毎に、担当の生活支援コーディネーターが配置されています。 

  
◆生活支援コーディネーターの活動イメージ 
 みなさんの地域や活動の現地を訪問し、みなさんの間にネットワークを作っていきます。 

 何度も何度も足を運ぶ内に、情報や交流といった「つながり」を作ります。そうして得た情報やつながりを生活

支援体制整備推進協議会へ提供するなどして、活発な協議を側面的に支援しています。 

  

 
地域住民同士の情報

交換はどうしてる？ 

 
ラジオ体操をやれば

繋がりも作れるよ！ 

平和地区生活支援体制整備推進協議会 

令和４年１月発行 

※平和地区内で取り組まれる、ささえあい活動に関する話し合いが開かれた様子などを皆さんへお届けする情報紙です。 

令和３年７月２６日(月)の 

平和地区協議会委員による会議の様子 

 

生活支援コーディネーターが、地域を

歩き回って様々な情報を聞き取ってい

くうちに、つながりがネットワークと

して機能するようになり、協議会での

協議を経て課題が解決されていくイメ

ージです！ 
マスコットキャラクター 

福ちゃん 

協議会で、把握された課題の解決に

向けたアイデアが出し合われます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和で見つけた ② 

「フードパントリー」（子ども食堂も検討中！） 

 今回は、祖父江地域や平和地域などでの「子ども食堂」の立ち上げを目指しているボラン

ティア団体「Peeka-bo(^o^)o（ピカブー）」による、フードパントリーをご紹介！ 

 

 

食料品の無料配布を行うイベントです。 

コロナ禍で頑張っていらっしゃる方や、ひとり親家庭

や子育て中の世帯など、食品を必要とされる方に、寄

付によって賄われるお米・インスタント食品・お菓子

など、食品ロスになってしまう食材などの無料配布を

行う活動です。※実施団体ごとに対象が異なるので、 

事前にご確認ください。 

令和 3年 11月 10日(水) 

平和町らくらくプラザ内 

さくら児童館でのパントリーの様子 
当日は 19 家族が利用され、多くのご家庭が平和

地域での子ども食堂や、継続的なフードパントリ

ーの実施を望まれていることが分かりました。 

まだまだ知られていない活動なので、この紙面を

通じて、多くのかたに伝わることを期待します。 

 

問合先 社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会 地域福祉グループ 担当：鷲見（すみ） 

    稲沢市稲府町１番地 稲沢市役所東庁舎 1階 （代表番号）0587-23-6713 

祖父江に拠点を置く Peeka-bo(^o^)o（ピカブー）では、平和地域でのパントリーや子ども食堂を

実践していくために、お手伝いしていただけるかたを探しています。運搬・食材提供・チラシ作り・

会場提供など、子育て支援活動にご興味のある方は、まずは下記問合先へご連絡ください。 

 

Peeka-bo(^o^)o（ピカブー） 

代表の橋本佳子さん 

 

地元に子ども食堂があれば手伝いたいと思っていましたが、 

「必要とするかたが自分の住む地域にみえるのに、誰かがやる

のを待っていてはいけないな。」と思い立ちました。 

地元で世話好きおばさんが始めたただのお節介です。 

 


